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Abstract：This study revised the modified version of Kasaris’ Physical Exercise Index to an index that 
represents those without a daily exercise regimen and examined its reliability and validity across various 
generations.
　During this research, eight surveys were conducted using the online survey method and the 
questionnaire survey method, from September 2011 to January 2018. Participants in each survey were as 
follows: Survey 1: 2,000 adults aged 20-59. Survey 2: 1,019 university students aged 18-23. Survey 3: 228 
university students aged 18-24. Survey 4: Japanese workers living in Aichi prefecture aged 20-59. Survey 5: 
2,900 Japanese workers living in Aichi prefecture aged 20-69. Survey 6: 632 mothers living in Aichi 
prefecture aged 21-48. Survey 7: 2,562 mothers living in Aichi prefecture aged 18-53. Survey 8: 2,148 
elementary students aged 9-12. Survey 9: 62 university students aged 18-21. Participants in each survey 
answered questions on 1） socio-demographic variables （age, gender）; 2） the revised version of the modified 
Kasaris’ Physical Exercise Index; 3） the International Physical Activity Questionnaire; 4） the Social Support 
Scale for Physical Exercise; 5） the Social Support Scale for Sports; 6） the presence of a nursery 
environment, 7） the stage of readiness for exercise behavior. Survey questions were selected according to 
the attributes of the target group.
　In all seven surveys investigating the exercise stage, high positive correlations were found between the 
revised version of modified Kasaris’ Physical Activity Index and the stage of readiness for physical activity. 
Furthermore, there was a significant correlation between the revised version of the Kasaris’ Physical 
Activity Index score and the degree of preference for physical education or physical play among 
elementary students.
　It was concluded that the revised version of modified Kasaris’ Physical Activity Index is a valid measure 
of the amount of physical activity, regardless of the generation and living environment of the Japanese 
population.
























問票（International Physical Activity Questionnaire: 
IPAQ）がある（Craig, Marshall, Sjöström, Bauman, 






検討するため，比較的に IPAQの Short Version が用
いられている（e.g., 石井・柴田・岡・井上・下光，



















30 分までを 3段階で区分し，30 分以上を 1つのま
とまりとして合計 4段階で評価しているといった問
題点があった（橋本，2005）。そこで，橋本（2005）
は，頻度を 5段階（月に 1回程度，月に 2-3 回程度，
週に 1-2 回，週に 3-4 回，ほぼ毎日），時間を 5段階


















































2012 年 7 月にインターネット調査会社の登録モ
ニター（2012 年 8 月現在で約 226 万人）の内，ラ
ンダムで抽出された全国の 20 歳から 59 歳の成人に
対して横断調査を行い，2000 名（男性 1000 名，女
性 1000 名，平均年齢 39.75 歳，SD=10.7）を分析対
象とした（尼崎他，2013）。
2）大学生（18-23 歳）
2011 年 9 月から 12 月にかけて東海地方にある 4
年制私立大学 1校に在学する大学生 1127 名（男性
585 名，女性 542 名）に対して横断調査を行い，質
問紙に記入漏れなく回答をした日本人大学生 1019
名（男性 519 名，女性 500 名，平均年齢 18.73 歳，
SD=.64）を分析対象とした（尼崎・煙山，2013）。
3）大学生（18-24 歳）
2012 年 9 月から 12 月にかけて東海地方にある 4
年制私立大学 1校に在学する大学生に対して横断調
査を行い，質問紙に記入漏れなく回答をした日本人
大学生 228 名（男性 147 名，女性 81 名，平均年齢
18.75 歳，SD=.69）を分析対象とした。
4）愛知県勤労者（20-59 歳）
2012 年 11 月にインターネット調査会社に登録し
ている愛知県在住の 20 歳から 59 歳のモニター
131,001 名を対象に横断調査を行い，愛知県在住の




2014 年 2 月にインターネット調査会社に登録し
ている愛知県在住の 20 歳から 69 歳のモニター
103,319 名を対象に横断調査を行い，愛知県在住の














2015 年 8 月から 2016 年 2 月にかけて，愛知県豊
橋市内の幼稚園・保育園・こども園に子どもを通園
させている未就学児童が 1名以上いる 3286 世帯を
対象に横断調査を行い，18 歳から 53 歳の母親 2562
名（平均年齢 35.58 歳，SD=4.93）を分析対象とした。
8）小学校 4-6 年生（9-12 歳）





い，9歳から 12 歳の小学生 2148 名（男子 1086 名，
女子 1062 名，平均年齢 10.67 歳，SD=.96）を分析
対象とした（尼崎・煙山，2015b）。
9）大学生（18-21 歳）
2017 年 12 月から 2018 年 1 月にかけて東海地方
100
にある 4年制私立大学 2校に在学する大学生に対し
て 2週間の間隔をおいて 2回の調査を行い，18 歳

























していない」，「1：月 1回程度」，「2： 月 2-3 回程度」，





20 分未満」，「2：20-30 分未満」，「3：30-60 分未満」，
「4：60-90 分未満」，「5：90 分以上」の 6段階とした。
3）国際標準化身体活動質問票短縮版（International 



































4） IPAQ のMETs については，村瀬他（2002）により要約された身体活動の強度を参考にし，高強度の身体活動は 8 
METs，中強度の身体活動は 4 METs，歩行は 3.3 METs として，質問で得られた各身体活動の強度（Mets）に時間（min）
を乗じて合計した。
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を求めた。分析には，IBM SPSS Statistics 24 およ
び JASP ver. 0.8.45）を用いた。
Ⅲ．結果
1．Kasari の身体活動量の基礎統計量
Figure 1 から Figure 9 に調査対象ごとのKasari
の身体活動量の分布を示し，Table 1 に調査対象ご
とにKasari の身体活動量を示した。Kasari の身体
活動量は，最小値が 0点であり，最大値が 100 点で
あった。9つの調査において，Kasari の身体活動量
の平均点は 3.29 点から 26.68 点であり，調査対象者
によってKasari の身体活動量の平均点にばらつき
が見受けられた。世代ごとのKasari の身体活動量
をみると，20 歳代の母親におい て Kasari の身体活
動量が小さい値が見受けられ，小学生や大学生にお
いてKasari の身体活動量が高い値が見受けられた。
5） http://jasp-stats.org/download/（アクセス日：2017 年 12 月 16 日）
Figure 1  全国成人（20-59 歳）の度数分布 Figure 2  大学生（18-23 歳）の度数分布
Figure 3  大学生（18-24 歳）の度数分布 Figure 4  愛知県勤労者（20-59 歳）の度数分布
102
Figure 5  愛知県勤労者（20-69 歳）の度数分布 Figure 6  田原市母親（21-48 歳）の度数分布
Figure 7  豊橋市母親（18-53 歳）の度数分布 Figure 8  小学校 4-6 年生（9-12 歳）の度数分布
Figure 9  大学生（18-21 歳）の度数分布
ͤ2017ᖺᗘ䛾䝥䝺䝔䝇䝖䛾⤖ᯝ
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Table 1  基礎統計量
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Kasari の身体活動量と各指標との Spearman の
順位相関係数を求めた結果をTable 2 に示した。性







を求めた 7 つの調査の内，7 つすべての調査で
Kasari の身体活動量と運動ステージに有意の強い
正の相関が認められた。婚姻状況の回答を求めた 3
つの調査の内，1 つの調査で Kasari の身体活動量
と婚姻状況に有意な正の相関が認められたが，ほと
んど相関がなかった。学歴の回答を求めた 5つの調
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Kasari の身体活動量と各指標との Pearson の積
率相関係数を求めた結果をTable 3 に示した。年齢





Table 2  属性指標
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動のMET分 / 週と Kasari の身体活動量では，大
学生と勤労者において有意な中等度の正の相関が認
められ，母親においてはほとんど相関が認められな







































































































（平成 23 年度）健康医科学研究助成，第 27 回（平
成 23 年度）シキシマ学術・文化振興財団研究助成，






























Health Action Process Approach の適用．スポーツ心理
学研究．40（2），125-137．
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2．20 ～ 30 分
3．30 ～ 60 分




例：頻度（5：ほぼ毎日）✕強度（2：適度なきつさの運動）✕時間（1：20 分未満）＝ 10 点
